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学校で学習した力がみんなの命を救う 
 

「なぜ，学校で勉強するのか」という問いがあります。そのことに関して先日の「あ
る児童がみんなの命を救った事例」を紹介しながら，今日はお話します。 

　３年生の男子児童が朝，正門に向かう私にこう言いました。「校長先生，（指を指
して）あの白い壁が大きなひびが入って，傾いています。倒れそうで危ないです。」
と。急いで観に行くと，メールでお知らせした通り，たいへんなことになっていま
した。その場での安全確保をすると同時に緊急性が高いと判断し，関係各所に連絡
し，対処していただくようお願いしました。そして，各担任に連絡し，全校児童で
現場を確認し，絶対に近づかないように注意を促しました。そして，ちょうどその
日の午後，全校集会があったので，このことを取り上げました。 
 
　危険を教えてくれた彼は，学校で学習した３つの力が身についていました。 

　１つ目は，「壁にひびが入って，倒れそうになっている」という気付く力です。 
　２つ目は，「それが，とても危険だ」という判断する力です。 

　3つ目は，「それを誰か大人に報告する」という伝える力です。「彼にこの３つの
力が備わっていたから，みんなの命を救うことができました。」と言いました。そ
して，この３つの力がどの教科で学習するかみんなで考えました。私の答えは，１
つは，「生活科や社会」２つ目は，「理科や避難訓練等」３つ目は，「国語」である
と子どもたちに伝えました。「なぜ，勉強するのか」のひとつの論拠になったと思
います。 

「みんなの命を救った」は，大げさではないと思います。このような事故が起きる
ときは「まさか」の積み重ねです。事実彼の報告後，正門を通って壁の前まで多く
の児童が登校しましたが，「誰ひとり」壁の異状に気づけませんでした。最後に「こ
のような危険性を見つけるのは，君たち（子ども）の方が得意な場合があります。
これからも見つけて，危険に気付いて，伝えてください。」と話しました。 
 

算数・数学の学習は，問題解決力を育む 

　似た話です。「算数・数学」をなぜ学ぶのかという問いに対して私は「問題解決
力を育む」と答えます。問題が出されます。決まった数「定数」があります。「こ
の数字がこれだったら簡単なのにな」と思いながら頭を悩ませます。定数は変えら
れない中で問題解決を図ります。「どうやったらベストの解答がでるか」を考えま
す。現在学校で取り組んでいるのが「イサキダキャンパスモデル」です。全学年単
学級児童６５名，教員定数１０名などの「定数」の中でみんなが最大限幸せになる
システムをみんなで試行錯誤して問題解決に向かっています。そういえば，私は，
小学生のころ算数が大好きでした。　　　　　　　　　　　（校長　大山昭二） 
 
 

７月の行事予定  
   
  4日（木）学級PTA １３日（土）水泳参観（低、中、高）　 
　　　　　　第１回学校保健委員会 １９日（金）１学期終業式・大掃除 
　　　　　　第１回PTA理事会 ２２日（火）23日(水）校区内通学路点検 
１０日（水）第２回学校運営協議会 ２８日（日）校区グランドゴルフ大会
１２日（金）がんがら号来校 

　　　風水害引き渡し訓練  
 
　６月８日（土）に風水害引き渡し訓練を行いました。 
　ちょうど梅雨入りした当日の小雨の降る中でしたが、保護者の皆 
様の協力をいただき、短時間で引き渡すことができました。 
　毎年、訓練を行い改善を行っています。昨年度の反省をもとに、 
今年度の計画を立てて実施しました。もしもへの備えは大切です。 
災害はないにこしたことはありませんが、万一災害が発生した時は、 
今回の訓練を生かして安全に下校させたいと思います。 

児童総会 
 
　６月20日（木）、児童総会を行いました。学校全体でテーマを決め、より良い学校生活が
送れるようになるため３～６年生で話合いました。１、２年生も学級で話し合い、意見をま
とめて提出しました。 
　今年度は、「みんなで給食を食べる日をつくる」ことについて話し合いを行いました。「月
1回実施か3回実施か」「縦割りグループで食べるか、いろいろな学年を組んで食べるか」に
ついて話し合いを行いました。理由をつけながらそれぞれの考えに対しての賛成や反対の意
見を出すことができていました。伊﨑田小の児童に表現する力が付いてきているなぁと感じ
る１時間でした。総務委員会の４人の児童が準備から司会・進行・タブレット操作等大変頑
張っていました。 
　教師からではなく、児童から、
こういうことをしたいという願
いが出てくることは、素晴らし
いことです。これこそが、今の
子供につけてほしい力である主
体性だと思います。児童総会を
通してその力がまた付いた気が
します。

　　　歯ブラシチェック 
 
　保健委員会の児童を中心に歯ブラシチェックを行ってい
ます。「歯ブラシを使って、しっかり歯が磨けているか。」「毛
先の広がりは大丈夫か。」という内容についてチェックして
います。 
　保健委員会が毎年継続して行っているので、食後の歯
みがきの意識は定着しています。歯みがきは、毎日のこ
とになりますので、習慣化するよう意識付けを継続して
行っていきます。 
　委員会活動では、高学年児童が、学校をよくするために、
どうしたら良いか考え、アイディアを出し合い、自主的に
活動しています。 【保健委員会の活動】

【引き渡し訓練の様子】

伊﨑田学園に関わる「ヒト・モノ・コ
ト」は，いつもつながっていて，子
どもたちの幸せを願っている。そ
んな思いからのキャッチフレーズ 
「いつもつながる。」です。 

   入賞おめでとう！！ 

○　第１２回鹿児島県下少年相撲大会 

　　　優勝　室田 麻陽　　　　３位　伊﨑田相撲クラブ  　　 

○　柏原大相撲大会　　優勝　伊﨑田相撲クラブ 

○　鹿児島県小学生相撲選手権大会  ５年女子の部  ２位 室田 麻陽 


